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2023年 12月 25日 

旭化成ホームズ株式会社 

お客様と共に電力安定供給の実現に資する取り組み 

「ヘーベル電気 節電トライアル」を 1月より開始 
節電量と成功回数に応じた特典でお客様の行動変容を促す 

 
旭化成ホームズ株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：川畑 文俊）は、旭化成グループの電力事

業「ヘーベル電気」で電力需給契約を結んだお客様を対象に、使用電力量が多くなる冬季において、節電行動を促

すことで、光熱費を削減していただく、「ヘーベル電気 節電トライアル」を 2024年 1月 8日～3月 31日まで実施い

たしますのでお知らせします。これにより当社は電力需給ひっ迫などを解消し、電力安定供給に貢献することを目

指します。 

■取り組み概要 

対象 ヘーベル電気契約者 

申込期間 2023年 12月 15日～2024年 1月 15日 

実施期間 2024年 1月 8日～2024年 3月 31日 

申込方法 告知メールに記載される URL からのお申込み 

取組内容 電力需給バランスが崩れやすいと予想された場合、参加申込を行ったお客様に

前日までにメールで節電要請をお願いします。その後、ヘーベル電気側でお客

様の節電量を算定し、節電が成功したか否かを判定いたします。 

節電成功特典 ① 節電量に応じた電気料金割引（5円/kWh） 

② 節電成功回数に応じた giftee Box を進呈（200 円分/節電成功日数、最大

1,000円分）※1 

特典配信 ① 2024年 5月請求時に値引きを実施 

② 2024年 5月下旬に節電成功回数に応じた giftee Box（URL）を送付 

節電成功の判定方法 お客様ごとに標準的な電力使用量を設定し、節電実施日における使用電力量と

比較して判定する。※2 

キャンペーン URL https://hebelian.com/net/denki/contents/etc/dr_2023winter.html 

 

 

※1．節電を実施する地点（使用場所）が東京都内であるお客様へのポイント付与は、東京都「家庭の節電マネジメント

（ デ マ ン ド レ ス ポ ン ス ） 事 業 」 の 補 助 金 を 受 け て 実 施 す る も の で す 。  （ https://www.tokyo-

co2down.jp/subsidy/demand_response） 

※2．資源エネルギー庁が定める「エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネスに関するガイドライン」に基づき算定

いたします。（https://www.meti.go.jp/press/2020/06/20200601001/20200601001-1.pdf）  
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■取り組みの背景 

私たちの生活に欠かせない電気を安定して供給するためには、電気をつくる量（供給）と電気の消費（需

要）が同じ時に同じ量になっている必要があります。これらの量が常に一致していないと、電気の品質（周

波数）が乱れてしまい、電気の供給を正常に行うことができなくなってしまいます。 

電力会社は、この電力の需給バランスを一定にするために、あらかじめ作成した発電計画をベースにし

つつ、刻々と変動する電力需給に合わせて発電量を変え、供給する電力量を需要と一致させ続ける努力を

しています。また小売電気事業者に対しては、需要計画（それに対応した調達計画）と実需要を一致させる

ことが求められています。 

しかし、電気は貯めることができないため、急な需要の増加に備えて電気をあらかじめ蓄えて用意して

おくことはできません。そのため、その日その時に使う電気は毎日生産し、必要になったら都度供給しな

ければなりません※3。 

現在、2050 年カーボンニュートラルの実現に向けて、再生可能エネルギー（再エネ）の導入や老朽・非

効率火力発電所の廃止が進められています。再エネは天候などの様々な条件によって発電量が変動するの

に対し、LNG・石油火力発電は、発電量を調整して供給と需要のバランスを取る役割を担っています。 

今後、非効率・老朽火力の廃止が進むことで、調整できる電力量が減少すると予想されます。特に電力使

用量の多い冬においては需要が増加したり、自然災害の激甚化・頻発化により想定外に供給量が減少する

恐れがあります。そこでヘーベル電気は、需要と供給のバランスが崩れやすいと予想される時間帯におい

て、お客様に節電行動をお願いして需要パターンを変えるディマンド・リスポンス（DR※4）を行うことで、

光熱費の負担を軽減しながら、電力安定供給に貢献いたします。 

今後、ディマンド・リスポンスが普及することで、非効率・老朽火力の廃止による課題を解決し、電源の

効率化を実現できるようになることも想定されています。 
※3．資源エネルギー庁 HP説明文より↓ 

    https://www.enecho.meti.go.jp/category/electricity_and_gas/electricity_measures/dr/dr.html 

※4．DR（ディマンド・リスポンス）：電力使用量を制御することで、電力需要パターンを変化させること 

     (参考)資源エネルギー庁 HP リンク ↓ 

    https://www.enecho.meti.go.jp/category/electricity_and_gas/electricity_measures/dr/dr.html 

 

■節電トライアルのスキームと節電成功判定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【問い合わせ先】   

旭化成ホームズ株式会社 広報室  〒101-8101 東京都千代田区神田神保町一丁目 105 番地  

（電話）03-6899-3010 （FAX）03-6899-3400 （メール）j-koho@om.asahi-kasei.co.jp  

 

ヘーベル電気 節電トライアル スキーム 

ヘーベル電気 節電トライアル 成否判定イメージ 
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